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　9 月定例会は平成 30 年 8 月 31 日（金）～ 9 月 21 日（金）までの

22 日間の会期で開催しました。、総額 1 億 6,746 万 7,000 円の一般会

計補正予算を含む議案 16 件すべてを可決・認定・適任としました。

9 月
定例会

16 議案を可決・認定・適任

　

本
定
例
会
の
補
正
予
算
に
は
、
夏

季
の
適
切
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
31
年
度

に
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
空
調
設

備
を
整
備
す
る
た
め
の
実
施
設
計
業

務
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
算
決
算
委
員
会
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
空
調
設
備
工
事
の
概
算
事

業
費
及
び
財
源
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
「
概
算
工
事
費
は

市
内
の
全
小
中
学
校
分
で
３
億
円
か

ら
４
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
実

施
設
計
に
よ
り
見
込
み
額
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
国
の
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
に
は
空
調
設

備
の
設
置
・
改
修
に
つ
い
て
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
採
択
さ
れ
れ
ば
工

事
費
に
対
し
３
分
の
１
の
金
額
が
交

付
さ
れ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

 

ま
た
、
委
員
か
ら
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
今
年
度
中
に
実
施
設

計
を
完
了
し
た
後
、
学
校
間
の
不
公

平
が
な
い
よ
う
、
平
成
31
年
度
に
全

小
中
学
校
で
空
調
設
備
の
整
備
工
事

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

交
付
金
事
業
の
採
択
の
結
果
に
よ
っ

て
は
整
備
工
事
が
複
数
年
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
委
員
か
ら
空
調

設
備
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
小
中
学
校

は
義
務
教
育
で
あ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
保
護
者
負
担
は
考
え
て
い

な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

適
切
な
教
育
環
境
確
保
の
た
め

小
中
学
校
の
環
境
整
備
へ

▼
議
案
第
１
号 

平
成
30
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

小
中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業　

２
，
７
９
６
万
円

・
小
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事
実
施
設
計
業
務
（
小
学
校
11
校　

普
通
教
室
91
室
）　

１
，
９
７
６
万
円

・
中
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事
実
施
設
計
業
務
（
中
学
校
５
校　

普
通
教
室
39
室
）　

  　

８
２
０
万
円

長門市議会だより　2018.11.1
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議案番号 件　　　　名 結果

11 長門市しごとセンター条例 原案可決

12 
長門市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例 

原案可決

13 財産の貸付料の免除について 原案可決

14
財産の取得について（長門市新庁舎備品
(移動式書架））

原案可決

15 市の区域内の字の区域の変更について 原案可決

16 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任

報告 1
専決処分の報告について（自動車事故に係る
損害賠償の額を定めることについて）

―

報告 2 権利の放棄について ―

報告 3 権利の放棄について ―

報告 4
平成 29 年度決算に基づく健全化判断比
率及び資金不足比率の報告について

―

■9月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第 3 号） 原案可決

2
平成 30 年度長門市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第 1 号） 

原案可決

3
平成 30 年度長門市湯本温泉事業特別会計補
正予算（第 1 号） 

原案可決

４
平成 30 年度長門市介護保険事業特別会計補
正予算（第２号） 

原案可決

５
平成 30 年度長門市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第 1号） 

原案可決

６ 平成 30 年度長門市水道事業会計補正予算（第 1号） 原案可決

7
平成 30 年度長門市下水道事業会計補正
予算（第 2号）

原案可決

8
平成 29 年度長門市電気通信事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

認定

9 平成 29 年度長門市水道事業会計決算の認定について 認定

10
平成 29 年度長門市下水道事業会計決算
の認定について 

認定

中
学
校
施
設
改
修
事
業　

１
８
２
万
円

現
年
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
壁
打
板

設
置
事
業　

４
６
２
万
円

ブ
ロ
ッ
ク
塀

倒
壊
事
故
を
受
け
て

１
、６
７
０
万
円

　

こ
の
事
業
は
、
三
隅
中
学
校

屋
内
運
動
場
に
お
け
る
雨
漏
り

の
状
況
が
悪
化
し
て
お
り
、
緊

急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
屋
根
改
修
工
事
を
す

る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
う
事

業
で
す
。

　

予
算
決
算
委
員
会
の
審
査
で

は
、
委
員
か
ら
対
象
施
設
の
状

況
と
工
事
の
緊
急
性
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
屋

根
の
腐
食
が
か
な
り
進
行
し
、

雨
漏
り
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
工
事
の
工

法
及
び
概
算
事
業
費
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
新

た
に
屋
根
を
ふ
き
替
え
る
『
ふ

き
替
え
工
法
』
を
採
用
す
る
予

定
で
あ
り
、
工
事
費
は
約
８
、

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
林
道
の
災
害
復
旧
に
必
要

な
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
か
ら
復
旧
工
事
の
内
容
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
今
回
復
旧
工
事
を
実
施
す
る

施
設
は
下
関
市
ま
で
続
い
て
い
る

林
道
金
ノ
口
線
で
あ
り
、
恒
常
的

に
利
用
者
が
い
る
林
道
で
あ
る
。

今
回
は
激
甚
災
害
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
補
助
率

90
％
の
補
助
金
及
び
市
債
で
対
応

す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
大
阪
府
北
部
を

震
源
と
す
る
地
震
に
よ
る
学
校
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
事
故
を
受

け
、
建
築
基
準
法
施
行
令
に
適
合

し
て
い
な
い
仙
崎
中
学
校
と
深
川

中
学
校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
壁
打
板

を
解
体
撤
去
し
た
こ
と
か
ら
、
同

法
施
行
令
に
適
合
し
た
壁
打
板
を

設
置
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

▲改修が行われる三隅中学校の屋内運動場

長門市議会だより　2018.11.1

三
隅
中
屋
内
運
動
場
の

雨
漏
り
改
修
へ
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　地域包括支援センターの機能強化を図るため、

基幹型機能を併せ持つ現在の市の直営センター

１カ所に加え、平成 31 年度からは民間委託によ

る地域型センター２カ所を設置することとしてお

り、それに係る予算が計上されています。

　委員会審査では、委員から地域型センター２カ

所を設置するメリットについて質疑があり、執行

部から「近年、高齢者等の相談対応や介護予防支

援の請求件数が増えているが、これを、市直営の

１カ所と合わせて３地域に分けることにより、迅

速な対応や、人員体制強化によるきめ細かな対応

が図られる」との答弁がありました。

　さらに委員から、現在の地域包括支援センター

が抱える課題や不安がそのまま民間に移行するだ

けで機能強化には繋がらないのではないか、との

質疑があり、執行部から「受託法人設置に伴う職

員の体制は、常勤専従の質を担保することや、委

託前後には業務研修、業務管理、相談支援への対

応等後方支援を密に行うことから、機能強化に繋

がると考えている」との答弁がありました。

できる」と規定されているが、特別な理由とは何か、

との質疑があり、執行部から「公益的な団体利用で

あって、施設の設置目的と合致するとき、または災

害などによる避難所として活用する場合などは減免

の対象になると考えている」との答弁がありました。

その他の委員会付託議案　　特別会計・条例

文教産業

委員会

▲

議案第４号　平成30年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

地域包括支援センターのさらなる機能強化を

　この条例は、市内産業の魅力発信、人材育成、

創業支援を行う「長門市しごとセンター」の施設

整備が完了し、９月末に供用を開始することから、

公の施設として必要な事項を定めるものです。

　委員会の審査では、委員から運営方法について

質疑があり、執行部から「将来的には指定管理者

制度への移行を検討するが、当面は管理運営業務

を委託したい」との答弁がありました。

　さらに委員から、供用時間が使用許可申請をす

ることで 24 時間となる理由について質疑があり、

執行部から「公民館と同様に午後 10 時までとす

ると、市民にとって利用しにくいものになるので

はないかと考え、午後 10 時までを基本路線とし

ながら、それ以降は申請があれば利用できるよう

にした」との答弁がありました。

　また、委員から条例には「特別の理由があると認

めるときは、使用料の減額、または免除することが

▲

議案第 11号　長門市しごとセンター条例

市内産業の魅力発信や人材育成に活用

介護相談等へのきめ細かな対応が可能に

長門しごとセンターオープニングセミナー

総務民生

委員会
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水道・下水道事業会計決算

▼議案第 9号　平成29年度長門市水道事業会計決算の認定について

▼議案第10号　平成29年度長門市下水道事業会計決算の認定について

　９月定例会において、平成 29 年度の長門市水道及び下水道事業会計の

決算審査が行われ、決算を認定しました。

平成29年度：水道事業

■収益的収支（税抜額）

収入額

支出額

差し引き（純利益）

710,742,377円

676,589,618円

34,152,759円

■資本的収支（税込額）

収入額

支出額

差し引き（不足額）

273,825,530円

654,862,138円

381,036,608円

給水人口

有収水量

32,182人

約385万㎥

平成29年度：下水道事業

■収益的収支（税抜額）

収入額

支出額

差し引き（純利益）

1,655,237,024円

1,655,237,024円

0円

■資本的収支（税込額）

収入額

支出額

差し引き（不足額）

957,104,138円

1,393,911,512円

436,807,374円

現在処理区域内人口

有収水量

29,237人

約346万㎥

収
納
率
向
上
の
対
策
は

　

文
教
産
業
委
員
会
の
審
査
で

は
、
委
員
か
ら
、
過
年
度
分
と
し

て
３
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
水

道
料
金
の
未
納
が
あ
る
が
、
収
納

率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
未
納
が
発
生
し
た

場
合
、
督
促
、
催
告
、
給
水
停
止

予
告
、
給
水
停
止
と
い
う
サ
イ
ク

ル
を
徹
底
し
、
新
規
滞
納
者
の
発

生
を
防
ぐ
と
と
も
に
過
年
度
分
の

未
納
に
つ
い
て
も
分
納
誓
約
書
を

提
出
し
て
も
ら
い
、
計
画
的
な
納

付
を
促
す
な
ど
、
さ
ら
な
る
収
納

率
の
向
上
に
努
め
い
く
」
と
の
答

給
水
収
益
の
減
少
対
策
は

　

委
員
か
ら
、
給
水
収
益
が
減
少

す
る
中
、
料
金
改
定
等
の
具
体
的

水
　
道
　
決
　
算

下
　
水
　
道
　
決
　
算

平
成
29
年
度
の
下
水
道
事
業

■
収
益
的
収
支
（
税
抜
額
）

・
収
入
額

　

16
億
５
、５
２
３
万
７
、０
２
４
円

・
支
出
額

　

16
億
５
、４
９
２
万
６
、２
０
４
円

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

な
時
期
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
「
平
成
31
年
度
に
水
道
事
業

の
経
営
戦
略
の
策
定
を
行
い
、
そ

の
中
で
料
金
改
定
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
現
時
点

で
は
改
定
内
容
、
時
期
に
つ
い
て

は
未
定
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

・
差
し
引
き
（
純
利
益
）

　

�

０
円
（
特
別
損
失
31
万
８
２
０

円
を
差
し
引
い
た
た
め
）

■
資
本
的
収
支
（
税
込
額
）

・
収
入
額

　

９
億
５
、７
１
０
万
４
、１
３
８
円

・
支
出
額

　

13
億
９
、３
９
１
万
１
、５
１
２
円

・
差
し
引
き
（
不
足
額
）

　

４
億
３
、６
８
０
万
７
、３
７
４
円

■
現
在
処
理
区
域
内
人
口

　

２
９
、
２
３
７
人

※
前
年
比　

１
・
８
％
減

■
有
収
水
量

　

３
４
６
万
５
、
６
６
９
㎥

※
前
年
比　

０
・
７
％
減

　

文
教
産
業
委
員
会
の
審
査
で

は
、
委
員
か
ら
集
落
排
水
事
業
の

改
築
更
新
計
画
策
定
予
定
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

「
平
成
29
年
度
に
三
隅
の
５
地
区
、

大
河
内
川
ダ
ム
事
業
実
績

　

委
員
か
ら
、
大
河
内
川
ダ
ム

建
設
事
業
の
平
成
29
年
度
の
事

業
実
績
お
よ
び
負
担
率
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
平
成
29
年
度
の
事
業
費
は

１
億
６
、
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

市
の
負
担
率
に
つ
い
て
は
取
水
量

を
８
、
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
か

ら
１
、
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
に

変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
14
・
７
％

か
ら
６
・
５
％
に
減
少
し
た
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。



個
別
計
画
、
要
支
援
者
名
簿
も
大

切
だ
が
、
訓
練
そ
の
も
の
が
実
情

に
あ
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
自
治
会
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
大
切
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が

ど
う
か
。

本
市
に
お
い
て
も
近
隣
の
つ
な
が

り
、
ま
た
は
地
域
間
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
、
隣
近
所
の
顔
が
見
え
る
付
き

合
い
、
お
互
い
が
声
か
け
合
っ
て
地
域

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
市
民
活
動
推

進
課
を
組
織
し
、
現
在
は
様
々
な
地
域

の
問
題
解
決
や
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

6

意
識
高
揚
を
図
れ
る

防
災
対
策
と
は

本
市
で
は
行
政
主
導
の
下
、
大
が

か
り
な
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

る
。
市
民
の
災
害
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施

策
を
講
じ
ら
れ
る
の
か
。

近
年
、
日
本
各
地
で
発
生
し
て
い

る
災
害
に
対
応
す
べ
く
、
本
市
で

も
立
石
地
区
で
地
震
に
よ
る
津
波
発
生

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
皮
切
り
に
、

各
地
で
起
こ
り
う
る
災
害
を
想
定
し
て
、

各
地
区
の
住
民
が
幅
広
く
訓
練
に
参
加

で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

そ
し
て
後
日
、
実
際
に
避
難
す
る
上

で
の
問
題
点
や
課
題
等
の
検
証
を
行
っ

て
い
る
。
災
害
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

と
し
て
は
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
の

ほ
か
福
祉
施
設
、
学
校
や
職
場
で
実
際

に
想
定
さ
れ
る
災
害
に
つ
い
て
の
危
険

性
や
避
難
経
路
の
確
認
・
誘
導
を
行
い
、

実
体
験
に
よ
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
る
。

一般質問

子
育
て
支
援
の
充
実
を

在
園
児
の
転
園
先
の
決
定
は
保
護

者
の
希
望
通
り
進
ん
で
い
る
か
。

過
去
２
年
間
は
希
望
通
り
に
転
園

さ
れ
て
い
る
。
31
年
度
に
つ
い
て

も
、
入
園
予
定
者
向
け
に
希
望
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
希
望
通

り
入
園
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
も
っ

と
市
民
の
理
解
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
の
間
に
公
立
・
私
立
の
保
育

へ
の
理
解
に
差
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
事
業
者
を
含
め
て
市
と
し
て
も
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

東
深
川
保
育
園
廃
園
後
の
施
設
・

跡
地
利
用
は
考
え
て
い
る
の
か
。

老
朽
化
に
よ
り
、
施
設
は
解
体
す

る
予
定
だ
が
、
跡
地
に
つ
い
て
は

具
体
的
計
画
は
持
っ
て
い
な
い
。

高
校
生
通
学
費
援
助
制
度
の
利
用

実
績
が
少
な
い
が
、
要
因
は
何
か
。

補
助
金
が
定
期
券
購
入
後
に
支
給
さ
れ

る
償
還
払
い
で
あ
る
こ
と
や
所
得
制
限
、

利
用
者
負
担
等
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

活
用
実
績
が
少
な
い
の
は
事
実
。

要
因
を
し
っ
か
り
検
証
し
た
い
。

道
路
の
除
草
対
策
は

本
市
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
が
、
主
要
道
路
に
は
雑
草

が
目
立
つ
。
こ
の
対
策
強
化
を
求
め
る
。

国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
各
道
路

管
理
者
へ
強
く
環
境
美
化
を
要
望

す
る
。
市
道
に
つ
い
て
は
観
光
ル
ー
ト

な
ど
特
に
取
り
組
み
が
必
要
な
主
要
路

線
を
抽
出
し
、
重
点
的
に
取
り
組
む
。

▼東深川保育園

問

問

問問

問

問

答

答答

答答
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に
つ
い
て
も
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

所
得
用
件
等
に
つ
い
て
も
協
議
会

で
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
。

 

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の

取
り
組
み
は

 

障
害
の
あ
る
方
へ
の
配
慮
や
手
助

け
を
行
う
運
動
で
あ
る
「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
運
動
」
に
つ
い
て
本
市
の
現
在

の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

幹
部
職
員
を
対
象
と
し
た
「
あ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」
を
平
成
30
年

５
月
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
職
員

の
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
害

の
あ
る
方
に
適
正
な
配
慮
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
全
職
員
を
対
象
に
研

修
を
実
施
す
る
。

7

長
門
の
水
産
を
と
り
も
ど
せ

本
市
の
水
産
業
界
は
漁
獲
量
・
漁

獲
高
の
減
少
、
漁
業
従
事
者
の
高

齢
化
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
衰

退
し
、
大
変
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
が
、

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

環
境
的
要
因
と
し
て
ゴ
ミ
の
海
洋

投
棄
に
よ
る
汚
染
や
、
高
海
水
温

に
よ
る
沿
岸
海
域
の
藻
場
の
荒
廃
が
あ

げ
ら
れ
る
。
社
会
的
要
因
と
し
て
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
さ
ら
に
は
ピ
ー

ク
時
に
比
べ
消
費
量
が
約
40
％
も
減
少

す
る
な
ど
、
魚
離
れ
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
こ
と
に
よ
る
産
地
市
場
の
価
格
の

低
下
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
環
境
改
善
を
図

る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と

も
に
、
水
産
業
を
再
興
す
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
生
産
者
・
漁
協
・

仲
買
人
等
の
関
係
者
に
も
真
剣
に
考
え

て
い
た
だ
き
、
市
と
し
て
は
、
漁
業
関

係
者
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
と
支
援
し
た
い
。

近
い
将
来
、
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
等
が
進
み
、
水
産
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
水

産
業
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
は
、
定
置

網
の
新
設
お
よ
び
復
活
を
お
い
て
他
に

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

第
一
次
産
業
の
振
興
を
掲
げ
、
ア

ワ
ビ
等
の
放
流
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
期
待

し
た
効
果
が
現
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
今
年
度
、
水

産
業
の
再
興
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、

市
内
１
ヶ
所
に
お
い
て
、
定
置
網
実
現

に
向
け
て
の
県
の
調
査
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
採
算
が
見
込
ま
れ
れ
ば
、

ぜ
ひ
実
現
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
は
協
力
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

危
険
な
空
き
家
の
対
策
を

本
市
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
い
人

口
減
少
が
進
む
中
、
倒
壊
寸
前
の

空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
空

き
家
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

 

空
き
家
対
策
を
よ
り
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
30
年
７
月
、

長
門
市
空
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置
し

た
。
今
後
、
協
議
会
で
特
定
空
家
等
の

認
定
基
準
や
、
空
き
家
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
具
体
的
に
示
す
空
家
等

対
策
計
画
を
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
策

定
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
所
有
者
に
代

わ
っ
て
解
体
撤
去
す
る
代
執
行
も
含
め
、

速
や
か
に
空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

危
険
空
き
家
の
除
去
が
進
ん
で
い

な
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
空
き

家
の
所
有
者
が
生
活
保
護
受
給
者
で
あ

る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
生
活
保
護
に

つ
い
て
は
最
低
限
の
生
活
水
準
の
維
持

を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
古
い
家
屋
の

解
体
費
用
等
の
助
成
は
無
い
が
、
こ
れ

問

問

問問

問

答

答

答答▼老朽化した空き家
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あ
る
か
。

ニ
ー
ズ
調
査
で
、
何
が
一
番
望
ま

れ
て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
調
査

し
、
全
体
的
な
こ
と
を
見
な
が
ら
決
定

し
て
い
く
。

国
は
少
子
化
対
策
と
し
て
教
育
費

の
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
措
置
を
行

う
が
、
市
と
し
て
も
国
の
政
策
を
補
完

す
る
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
る
考

え
は
な
い
か
。

今
後
も
情
報
収
集
を
行
い
、
国
の

地
方
創
生
事
業
の
制
度
を
利
用
し

た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
奨
学
金
を
利
用

し
た
定
住
対
策
が
効
果
的
な
の
か
、
財

源
問
題
も
含
め
さ
ら
に
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

8

人
口
減
少
対
策
の
拡
充
を

長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
は
、
本
市
に
あ
る

資
源
を
十
分
に
活
用
し
、
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
と
あ
る
。

実
現
の
た
め
に
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

施
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

平
成
32
年
度
か
ら
の
第
２
期
長
門

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
策
定
に
向
け
、
今
年
度
に
子
育
て

世
代
の
保
護
者
を
対
象
に
子
育
て
支
援

に
関
す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、
国
・
県

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、時
代
の
ニ
ー

ズ
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育

て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
つ

な
が
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

努
め
る
。

本
市
で
は
所
得
制
限
な
し
で
小
学

生
ま
で
の
医
療
費
に
か
か
る
自
己

負
担
額
を
公
費
で
助
成
を
し
て
い
る
。

こ
れ
を
中
学
生
ま
で
拡
大
す
る
考
え
は

一般質問

必
要
な
医
療
保
健
体
制
の
充
実
を

平
成
37
年
に
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
り
、
医
療
需
要
の
増
大

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

医
療
提
供
体
制
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

た
め
、
平
成
28
年
７
月
に
山
口
県
地
域

医
療
構
想
が
策
定
さ
れ
た
が
、
現
在
ど

こ
ま
で
進
捗
し
て
い
る
の
か
。

長
門
保
健
医
療
圏
域
に
お
い
て

は
、
在
宅
医
療
の
需
要
の
増
大
が

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
医
師
不
足
に
加

え
、
看
護
師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
や

医
療
と
介
護
の
連
携
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
在
宅

医
療
提
供
体
制
の
確
立
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
る
。

平
成
37
年
の
医
療
需
要
を
踏
ま
え

た
必
要
病
床
数
は
437
床
と
さ
れ
、

現
在
の
640
床
か
ら
約
３
割
の
病
床
が
な

く
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
病
床
削
減
あ

り
き
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

安
心
し
て
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
整
備
こ

そ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
病
床
数
は
、
医
療
法
等
に
基

づ
き
推
計
を
行
っ
た
も
の
で
あ

り
、
機
械
的
・
強
制
的
に
削
減
す
る
も

の
で
は
な
く
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
体
制
を
と
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
重
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。

障
害
者
施
策
の
前
進
を
は
か
れ

障
害
者
施
策
を
後
退
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進

さ
せ
る
こ
と
が
地
域
福
祉
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
が
主
役
、
誰
も

が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
方

向
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か
。

障
害
者
の
自
己
決
定
を
尊
重
し
、

そ
れ
を
支
え
て
い
く
社
会
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
市
が
率
先
し
て
障
害

者
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

問問

問

答

答 答

答▼子育て世代に選ばれるまちへ

▼地域医療を支える医療機関

問

答

林 哲也
議員

　

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

　

M
IW

A
 T

O
R

U

　

三輪 徹
議員

長門市議会だより　2018.11.1

問

答
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棚
田
の
保
全
管
理
は

本
市
の
中
ノ
森
地
区
、
東
後
畑
地

区
、
青
海
地
区
の
棚
田
は
耕
作
者

が
高
齢
化
し
、
耕
作
を
放
棄
す
る
農
地

が
増
え
続
け
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
状

態
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

棚
田
地
域
の
水
路
や
農
道
の
管
理

な
ど
、
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域

に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
を
支
援
す
る

た
め
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」

の
活
用
と
、
さ
ら
に
超
急
傾
斜
地
加
算

等
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
、
営
農
活
動
を
再
開

す
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
宇
津
賀

地
区
に
お
い
て
約
１
・
４
ha
、
向
津
具
地

区
に
お
い
て
０
・
４
ha
ほ
ど
飼
料
作
物
や

景
観
作
物
を
作
付
け
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
は
、
県
事
業
を
活
用
し

た
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
移
住
を
絡

め
た
棚
田
保
全
を
実
施
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、
守
る
べ
き
棚
田
の
地
域
を
明
確

に
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
営
農
活
動

を
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
る
。

危
険
た
め
池
の
対
策
を

本
市
は
中
山
間
地
域
が
多
く
、
た

め
池
が
多
数
あ
る
。
利
用
さ
れ
て

い
な
い
た
め
池
や
危
険
な
状
態
に
あ
る

た
め
池
も
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
対

策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

本
市
は
多
く
の
た
め
池
を
抱
え
て

お
り
、
古
く
は
江
戸
時
代
に
築
造

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
現
在
、
老
朽
化

で
早
期
に
補
強
等
を
必
要
と
す
る
も
の

も
あ
り
、
決
壊
し
た
場
合
、
人
家
ま
た

は
重
要
な
公
共
施
設
に
直
接
被
害
が
及

ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
、
危
険
た
め
池
に
16

カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は

「
新
た
め
池
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
営

農
上
の
利
用
価
値
が
高
く
老
朽
化
の
進

行
が
著
し
い
箇
所
か
ら
順
次
整
備
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

一般質問

災
害
対
策
の
強
化
を

本
市
で
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
掲
載
対
象
者
の
う
ち
、
名
簿

の
外
部
提
供
同
意
者
は
33
％
で
あ
る
。

横
浜
市
の
よ
う
に
、
外
部
提
供
を
拒
否

し
た
人
だ
け
を
除
く
方
式
に
変
更
す
れ

ば
名
簿
の
外
部
提
供
比
率
は
大
幅
に
向

上
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。（
横
浜
市
旭

区
の
名
簿
の
外
部
提
供
比
率
は
80
％
）　

横
浜
市
の
方
式
で
行
う
に
は
条
例

を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

方
式
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検

証
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

個
別
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
の

は
、
名
簿
の
外
部
提
供
同
意
者
の

う
ち
約
62
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今

後
、
実
効
性
の
あ
る
個
別
計
画
の
策
定

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

個
別
計
画
は
、
各
自
治
会
長
、
民

生
委
員
、
消
防
団
な
ど
が
協
力
し

て
策
定
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
し

か
し
、
自
治
会
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

家
族
が
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど
か
ら
作

成
が
遅
れ
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
把
握
し
、
引
き
続

き
策
定
に
努
力
し
て
い
く
。

災
害
時
に
お
け
る
警
報
や
避
難
指

示
な
ど
の
伝
達
手
段
に
お
い
て
、

一
番
頼
り
に
な
る
の
が
、
音
声
告
知
端

末
だ
と
思
わ
れ
る
。
音
声
告
知
端
末
の

普
及
率
は
、
市
全
体
で
は
66
％
で
あ
る

が
、
旧
長
門
市
は
47
％
と
低
い
。
防
災

面
を
考
え
る
と
さ
ら
な
る
普
及
強
化
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

音
声
告
知
端
末
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
加
入
者
は
原
則
無
料
で
あ

り
、
非
加
入
者
で
も
７
千
円
程
度
の
工

事
費
負
担
で
設
置
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
工
事
に
つ
い
て
は
１
時
間
程
度
で

完
了
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

有田 茂
議員

問

問問

問

答

答答

答▼耕作放棄された棚田

▼音声告知端末

　

E
H

A
R

A
 T

A
T

S
U

Y
A

　
江原 達也

議員

長門市議会だより　2018.11.1

問答

　

A
R

IT
A

 S
H

IG
E

R
U



10

今
後
の
農
業
振
興
施
策
は

平
成
28
年
度
農
林
水
産
省
の
統
計

に
よ
る
と
、
本
市
の
農
業
産
出
額

は
約
64
億
円
、
そ
の
内
訳
は
水
稲
14
億

円
、
野
菜
６
億
６
、０
０
０
万
円
、
畜
産

関
係
39
億
円
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
な

が
と
成
長
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
、
農
業

者
収
入
１
、０
０
０
万
円
の
儲
か
る
農
業

に
つ
い
て
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

農
業
分
野
の
重
点
施
策
で
あ
る
一

市
一
農
場
構
想
に
お
い
て
、
農
地

集
積
、
集
約
化
に
努
め
、
安
定
し
た
担

い
手
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
早
期
に
確
立
し
、
営
農
法
人
や
認
定

農
業
者
な
ど
経
営
体
の
維
持
・
発
展
に

努
め
て
い
く
。
畜
産
分
野
で
は
肉
用
牛

の
広
域
な
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

誘
致
の
検
討
、
養
鶏
で
は
国
の
事
業
を

活
用
し
、
新
規
ブ
ロ
イ
ラ
ー
団
地
の
整

備
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

一
市
一
農
場
構
想
の
中
で
、
担
い

手
不
足
の
解
消
や
優
良
農
地
を
守

り
新
た
な
農
産
物
の
産
地
化
を
目
指
す

長
門
市
農
業
振
興
公
社
（
仮
称
）
は
平

一般質問

問問 答

▼牛と農業者

▼事業で改修された自転車置場（長門古市駅横）

成
26
年
か
ら
設
立
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
公
社
設
立

に
向
け
、
Ｊ
Ａ
と
検
討
会
を
重
ね

て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
合
意
に
至
っ
て

い
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
深
川
養
鶏
農

業
協
同
組
合
、
長
門
建
設
業
協
同
組
合

か
ら
は
協
力
し
た
い
と
の
話
が
あ
る
。

　

本
市
の
農
業
情
勢
は
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
か
ら
経
営
体
の
停
滞
、
弱

体
化
が
懸
念
さ
れ
、
待
っ
た
な
し
の
状

況
で
あ
る
。
優
良
農
地
の
保
全
は
も
と

よ
り
、
ま
ず
は
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
重
点
を
置
い
た
研
修
の
場
と
し
て
の

体
制
を
し
っ
か
り
構
築
し
、
即
戦
力
と

な
る
担
い
手
を
地
域
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
地
域
農
業
の
拠
点
と
し
て
設
立
し

た
い
。
設
立
時
期
に
つ
い
て
は
来
年
度

早
々
を
目
標
に
準
備
し
て
い
き
た
い
。

支
所
機
能
の
充
実
を

旧
長
門
市
と
大
津
郡
３
町
が
合
併

し
て
13
年
が
経
過
し
た
。
旧
市
町

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
き

た
が
、
旧
３
町
ご
と
に
置
か
れ
て
い
る

３
支
所
の
職
員
数
が
減
少
し
、
支
所
機

能
が
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

住
民
か
ら
行
政
が
距
離
的
に
も
精
神
的

に
も
遠
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
以
上
の
支
所
職
員
の
削

減
は
で
き
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

合
併
直
後
か
ら
現
在
ま
で
、
職
員

数
は
全
体
で
155
人
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
の
約
100
人
は
３
支
所
の
職

員
で
あ
る
。
地
域
活
性
化
の
側
面
や
災

害
時
の
対
応
な
ど
か
ら
、
３
支
所
の
職

員
を
こ
れ
以
上
削
減
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

支
所
長
の
権
限
で
執
行
で
き
る

「
き
め
細
か
な
地
域
活
性
化
事

業
」
は
各
支
所
と
も
に
毎
年
100
万
円
が

予
算
計
上
さ
れ
、
地
域
の
課
題
解
決
に

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
同
事
業

を
含
め
た
各
支
所
全
体
の
総
予
算
が
今

年
度
か
ら
３
カ
年
枠
配
分
と
な
り
、
枠

内
の
事
業
に
対
し
て
一
定
率
が
削
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

100
万
円
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。
同
事
業
を
枠
配
分
か
ら
外
し
、

再
度
、
政
策
的
経
費
と
位
置
づ
け
る
こ

と
で
、
100
万
円
を
守
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

き
め
細
か
な
地
域
活
性
化
事
業
の

100
万
円
は
南
野
前
市
長
か
ら
受
け

継
い
だ
事
業
で
あ
る
。
以
前
は
一
部
使

途
が
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

そ
れ
を
撤
廃
し
て
使
い
や
す
く
し
て
い

る
。
こ
の
予
算
を
削
減
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
地
域
か
ら
上
が
っ
て
く

る
様
々
な
要
望
に
つ
い
て
、
支
所
だ
け

で
対
応
で
き
な
い
問
題
は
、
本
庁
の
課

題
と
し
て
捉
え
、旧
３
町
の
要
望
に
し
っ

か
り
と
応
え
て
い
く
。

問問 答

答

答

　

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

　

重村 法弘
議員

　

A
Y

A
G

I M
IK

A

　

綾城 美佳
議員

長門市議会だより　2018.11.1



　

第
19
回
山
口
県
市
議
会
議
員
研

修
会
（
県
議
長
会
主
催
・
会
長
＝

武
田
新
二
長
門
市
議
会
議
長
）
は

８
月
10
日
、
山
陽
小
野
田
市
の
不

二
輸
送
機
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

で
開
か
れ
、
県
内
13
市
の
議
員
と

議
会
事
務
局
の
職
員
ら
約
340
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
講
演
は
、
山
梨
学
院
大

学
大
学
院
研
究
科
長
・
法
学
部
の

江
藤
俊
昭
教
授
を
講
師
に
招
い
て

「
地
方
議
会
の
あ
り
方
―
住
民
自
治

の
根
幹
と
し
て
の
議
会
を
作
動
さ

せ
る
―
」、
午
後
か
ら
は
「
地
域
の

魅
力
を
創
る
取
り
組
み
―
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
発
想
」

と
題
し
て
、
東
海
大
学
文
化
社
会

学
部
広
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
の
河
井

孝
仁
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

江
藤
教
授
の
講
演
で
は
、
議
会

改
革
の
目
的
は
、
住
民
福
祉
の
向

上
で
あ
り
、
議
員
定
数
や
報
酬
の

問
題
は
行
政
改
革
（
経
費
節
減
と

効
率
性
）
の
議
論
と
混
同
せ
ず
、

地
域
民
主
主
義
を
実
現
す
る
観
点

か
ら
住
民
と
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

河
井
教
授
の
講
演
は
、
地
域
住

民
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
か
、
地
域
の
特

性
を
掘
り
起
こ
し
、
メ
デ
ィ
ア
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
取
り
組
む

戦
略
と
全
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
自
治
体
を
紹
介
し
ま
し
た
。

11

第
19
回
市
議
会
議
員
研
修
会

地
方
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
学
ぶ

議会活動
レポート

海
中
学
校
屋
内
運
動

場
の
雨
漏
り
へ
の
対

応
や
小
中
学
校
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画

に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
、
平

成
29
年
９
月
定
例
会
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
菱
海
中
学
校
屋
内

運
動
場
の
雨
漏
り
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算

に
屋
根
改
修
工
事
が
盛
り
込
ま

れ
、
本
年
９
月
に
着
工
、
平
成

31
年
１
月
に
工
事
を
完
了
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
は
、
今
定
例
会
の
補
正
予
算

に
教
育
費
の
小
学
校
費
及
び
中

学
校
費
に
は
夏
季
に
お
け
る
適

切
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
小
学
校
11
校
と
中
学
校
５

校
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
に
係

る
実
施
設
計
を
行
う
た
め
の
予

算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。（
２

ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
）

　

過
去
に
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
、
執
行
部

が
今
後
検
討
す
る
と
し
た
問
題
な
ど
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
を
追
跡
調
査
し
ま
し
た
。

追
跡
調
査

一般
質問

菱海中学校屋内運動場の雨漏り改修など

教育環境の整備充実を

菱

長門市議会だより　2018.11.1

雨漏りの現場では、

対応に苦慮している

屋根改修工事

に向けて、

事前調査が

行われた

菱海中学校



編集後記

▼ 暑い夏が過ぎ、秋はふるさと

祭りや文化祭、神事と目白押し。

▼ 先日、ある地区の神楽舞を拝

見しました。今年も期侍通りの

舞であったこととそれ以上に地

域の温かさや伝統文化を守ろう

とする気持ちが舞や笑顔から感

じられました。小気味良い太鼓

の音は、男たちの鼓動。優しい

委 員 長　　岩 藤 睦 子
部 会 長　　吉 津 弘 之
委　　員　　大 草 博 輝
　　　　　　林 　 哲 也
　 　 　 　 南 野 信 郎
　 　 　 　 有 田 　 茂
　 　 　 　 橋 本 憲 治
　　　　　　中 平 裕 二

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報部会

長門市議会に関して、

インタビューを行いました。

Ｑながと市議会だよりについてどう思われますか。

Ａ構成も内容も良いと思います。

Ｑ�議会報告会をご存知ですか。

Ａ�知りませんでした。

Ｑこれからの市議会に望むものは何ですか。

Ａ�人口増加 ( 移住 ) に力を入れて欲しいです。

Ｑ�議員報酬についてはどう思いますか。

Ａ�妥当と思います。中本 雄治 さん（61 歳）

三隅平野在住　施設勤務

笛の音は、女たちの会話。鈴虫

の鳴く声。誰彼となくかけ声を

かけ、笑い声が聞こえる。こう

した神事は古より実りの収穫を

喜び人々が感謝の念を抱くもの

として伝わっています。 ▼ かつ

て伝統文化を担ったものとして

各地区の祭を守って欲しい

と願わずにはいられません。

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

jakb5

大草

アンケートにご協力いただき、
ありがとうございました

　８月から実施しました「議会の在り方や議員報酬・期末手当及び定数等」に係るアンケート

（無作為に 5,000 通配布）につきましては、1,200 通を超えるご回答をいただきました。

　今回皆様からいただいたご意見等は、後日議会だよりでご報告させていただく予定です。

ご協力ありがとうございました。


